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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・八戸納涼会　8/6（月）17:30～20:00　場所：古民家前の広場

・医療福祉学会　演題募集について

抄録締め切り：9/15（土）、8/31（金）までに一度SGMへ提出

※締切以降の編集は出来ない為、注意すること。保存時には、各自でバックアップも保存しておくこと。

※抄録の結果、考察の記載については、当日発表ではなく、内容を記載すること。書式等、詳細については、添付資料を参照すること。

・日誌について、入力ミスや記載し忘れなどの不備が目立っている為、作成時には確認しながら行うなど、全員で注意しながら作成すること。

・佐羽内　裕亮様～8/2　13：30より就労継続支援B型事業所「カシオペア」にてケア会議実施予定。

＜研修案内＞
・看護グループ内研修　8/7（火）17:15～17:45　場所：病院　3階　会議室

テーマ：「救急対応」　講師：相馬ＳＧＭ　
＜各種締切＞

・8月　LASMI等の評価、転倒転落アセスメント

・8/2　7月月報

・8/10 7月経過記録
＜青陽館利用者様情報＞
デイケア

・上川原　豊　様～本日は銀行へ行くとのことで欠席だが、空包確認の為に来所しており、本日朝分までの薬の空包が揃っている。表情は穏やかで、体調に変わりはないと話している。

・冨田　紀子　様～グループホーム世話人より情報提供がある。朝の訪問時に体調不良があると話すが、具体的な症状は話さなかったとのこと。デイケアでは不調の訴えやバイタルサインの異常はない。本人から不調を訴えることなく、穏やかに過ごしている。

・大下　伸治　様～グループホーム世話人より情報提供がある。朝の訪問時に金銭的な不安を訴えており、8/2デイケアを欠席して姉よりお金をもらう予定と話していたとのこと。デイケアでは上記内容の相談はなく、欠席の連絡はない。

・田名部　浩平様～先月初めに就労支援B型ここロードの体験利用を行っており、昨日、サービス担当者会議を実施。緊張している様子があるが、自分への質問に丁寧に受け答えしている。就労日は、本人の希望にて週3日水･木・金曜日であり、本日より就労を開始している。就労開始に伴い、通所日は月、火曜日へ変更となる。環境変化に伴い、病状や生活に変化が生じる可能性があるため、本人の言動に注意しながら状況の確認を行っていく。

・齊藤　良宏　様～声掛けが必要な利用者へスタッフが介入している様子を見ており、介入に対し「子供じゃないんだからそんなに手掛けなくてもいいだろ」等不満げに話していたとのこと。スタッフから支援の必要性を説明しながら本人の訴えを傾聴すると、同様の不満を訴えることはない。
デイナイトケア
・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供があり、昨日帰荘後は日課には応じているが、電気を消した部屋の中で過ごしていることが多かったとのこと。デイナイトケアでは、静かにプログラムに参加しながら過ごしており、突発的に行動することはない。
・佐藤　ミツ子様～来所後、作業訓練室にて大きな声で話していることがあるが、理由は不明。本人の言動に注意し必要に応じて介入していく。

・岩城　敏夫　様～青風荘より情報提供があり、「ズボンと写真がなくなった」「スタッフが金庫の鍵を持っているから、スタッフのせいだ」と被害的に訴えることがあったとのこと。また、本日来所前に便失禁があり、トイレに間に合わなかったと話していたとのこと。デイナイトケアでは被害的な訴えや体調不良の訴えはなく、普段通り過ごしている。

・倉石　ヨシエ様～来所後、本人の目の前でゆっくり行動している他者のことを杖でたたこうとすることがあり、介入している。他者の行動が遅いと「早く」と不満げに話すことがある為、本人の言動に注意しながら対応していく。

・千葉　輝夫　様～昨日16：00ケア会議を実施。息子様より平成30年6、7月から急激に歩行状態が不安定となり、自宅アパートの階段を四つん這いで上がることや、足が上手く上がらない、足の運びも上手く運ばないことを話している。また、現在本人を一人にしておけないため、息子様は出勤時間を1時間遅らせて出社していると話している。主治医は日常生活においての活動能力の低下から、現在の状況に合わせたサービス調整や、リハビリテーションの継続が必要と話していたとのこと。息子様の移行として有料老人ホームへの入居を希望しており、現在住んでいる自宅アパートの近くで良い施設を見つけたことを話している。住み慣れた環境で、できるだけ現在の生活と変わらないような施設入所を望んでいるとのことで、今後ケアマネージャーが介護度を踏まえサービス調整していくこととしている。

ナイトケア

・若松　邦生　様～食事摂取や入浴以外はスタッフと殆ど会話することなく、集中して座学に取り組んでいる。「自分に課していた7月分の課題がやっと終わりました」と笑顔で話しており、無理のない程度に取り組んでほしいことを伝えている。その後、記載してほしいと就労先から受け取った書類を持参しており、時折書類内容をスタッフに確認しながら記載している。
＜勉強会＞

・リハビリテーションについて①

　ボードゲームを用いたリハビリテーションの体験を実施。
